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中学校給食について 

 小学校では、「給食はこういうふうに食べなさい、栄養はこうです。」という基本を勉強していき

ます。 

中学校になると「どういったものを自分で選んで、自分の食にしていくのかを考える力をつける」

勉強をしていきます。 

高校ではもう給食はありません。一般社会でもありません。大人になったときに自分に必要な 

食事を作ったり選んだりして食べることができるようになってほしいです。 

 

献立について 

 中学生になると成長の仕方に個人差がでてきます。そして食べる量も違ってきます。クラブに 

よって運動量も違いおなかのすき方も違います。共同調理場の給食では小学校と違って牛乳があり

ません。本来なら牛乳がついて８３０㎉摂取基準になっていますが、牛乳がないので６９３㎉しか 

摂取できません。おかずの量は決まっています。おなかがすく人はご飯の量で調整してください。

好き嫌いせず食べることも大切です。牛乳は成長期に必要なカルシウムやたんぱく質がたくさん 

含まれています。朝食の時やおやつを食べるときにぜひお家で飲むようにしてください。 
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